[bookmark: _GoBack]（藤枝市農用地利用集積計画による利用権設定用）
就農計画書

就農希望者　　住所

　　　　　　　氏名
　　　（昭和・平成　　　　年　　　月　　　日生　　　　歳）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡　　　　　－　　　　　－
はじめに
　この就農計画書は藤枝市で新規就農を希望される方が、経営基盤強化促進法に基づく藤枝市農用地利用集積計画による利用権設定を申請される際に、農業委員会の審査資料として提出をお願いするものです。
　従って、本書を提出されても農業委員会の審査の結果、利用権設定が承認されない場合がありますのであらかじめご了承ください。また、本書の内容について農業委員による聞き取り調査を行う場合があります。
　本書によって審査される利用権設定は、原則として耕作目的での農地の貸借を対象としています。従って農地の取得（所有権移転）、農地以外での使用（農地転用）については別途農地法に基づく農業委員会の許可申請が必要となります。
なお、投機目的・資産保有目的での農地の取得は農地法で禁止されており、また現在では新規就農者、規模拡大意向農家のほとんどが貸借で農地を確保している現状を踏まえ、新規就農者の方が当初より農地を取得して耕作する申請については農地法の規定に基づき別途慎重に審査を行い可否を決定しますのでご了承ください。


Ⅰ　就農時における農業経営又は農業従事の態様に関する目標

１　将来の農業経営の目標（今回就農を希望するに至った経緯・動機を含め具体的かつ詳細に記載してください）


















２　就農時における目標
（１）営農部門（作目等）

（２）就農予定地
　　　藤枝市　　　　　　　　　　地区

（３）就農希望時期
　　　　　　　　年　　　　月頃

（４）当初目標とする経営規模
	作目
	面積（ａ）
	備考（販売先・栽培上の特色等）

	
	
	


	
	
	


	
	
	


	
	
	


	
	
	


	
	
	


	
	
	




（５）就農後５年間の農業所得目標（円）
	１年目
	２年目
	３年目
	４年目
	５年目

	

	
	
	
	



（６）農業労働力（当初に農業従事される方を記入・本人を含む）
	氏名
	住所（経営主と異なる場合に記入）
	続柄
	年齢
	年間の農作業従事日数（予定）

	

	
	本人
	
	

	

	
	
	
	

	

	
	
	
	

	

	
	
	
	

	

	
	
	
	


Ⅱ　Ⅰに記載した目標を達成するために必要な農業の技術又は経営方法を実地に習得するための研修その他の就農の準備に関する事項

１　過去の農業教育・研修経験
（1） 学校教育・施設研修
①　学校・施設の名称・所在地




②　教育・研修期間
　　　　　　　　年　　　　月　～　　　　　年　　　　　月


③教育・研修の内容（具体的かつ詳細に記入してください）








（2） 農家等での実務研修・農業経験
①　研修先の名称（農家経営者名）・所在地（住所）



②　教育・研修期間
　　　　　　　　年　　　　月　～　　　　　年　　　　　月

③教育・研修の内容（具体的かつ詳細に記入してください）











（3） 上記以外で農業経営に有用であると考える経歴・技能
（職歴・資格等具体的に記入。職歴については事業所名、従事事業、そこで得た知識・経験等を記入。資格については資格を証明する書類の写しを添付してください）



















Ⅲ　Ⅰに記載した目標を達成するために必要な施設の設置、機械の購入その他就農時においてとるべき措置に関する事項

１　経営を開始するにあたって必要とする設備機械類
　　別紙１のとおり
２　資金計画（単位：円）
	使途
	金額
	内自己資金
	内借入資金

	
	
	（金額）
	（金額）
	（借入先）

	

	
	
	
	

	

	
	
	
	

	

	
	
	
	

	

	
	
	
	

	

	
	
	
	

	

	
	
	
	



３　その他準備を要する事項（経営・栽培技術等の指導を受ける予定等）



















Ⅳ　その他














以上事実に相違ありません
令和　　　年　　　月　　　日

住所

氏名　　　　　　　　　　　印


